
救  急  概  要 
  
 

平成２２年中の救急出場件数は１２,７１５件（昨年比１，２５２件 １０.９％増）、

搬送人員は１１，８９１人（昨年比１，２７３人 １２.０％増）でありました。 
 この件数を１日平均にすると、３４.８件出場し、３２.６人を搬送しております。また、

４１分に１回の割合で救急隊が出場したことになり、搬送人員を管内人口の割合でみる

と約２５.２人に１人が搬送されたことになります。 
救急件数１２，７１５件（うち不搬送１,０２９件）のうち、救急救命士が心肺停止の

傷病者に対し医師の指示、指導、助言の下に行う特定行為（食道挿管・除細動・輸液・

気管挿管・薬剤投与）を施行した件数は２１２件（昨年比１９件９.８％増）であります。 
 

 

 

 

 


